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こちらから

6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　七沢フレンズに参加しませんか
七沢自然体験教室などをサポートす
る「七沢フレンズ」を紹介。新年度に
向け、新たなメンバーを募集します。

３面　農業体験農園がオープン
農家から指導を受けながら本格的な
農業を体験できる農園「飯山楽

らく

菜
さい

園
えん

」
が４月に開園。利用者を募ります。

４・５面　人と環境に優しいまちを
次世代自動車を活用した「厚木市・
日産自動車グリーンモビリティ・プ
ロジェクト」を紹介します。

www.city.atsugi.kanagawa.jp
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ら
し
い
姿
の
小
さ
な
自
動
車
が
、

　
　
　
音
も
な
く
小
道
を
進
み
ま
す
。「
こ

ん
に
ち
は
。
寒
い
け
ど
体
調
は
い
か
が
で

す
か
」。車
を
降
り
た
の
は
、介
護
施
設「
玉

川
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
」
職
員
の
小こ

瀬せ

村む
ら
正ま

さ

恵え

さ
ん
（
43
・
小
野
）。
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
石
川
金き
ん

作さ
く

さ
ん
（
89
・
小

野
）
に
優
し
く
話
し
掛
け
ま
す
。

　
訪
問
介
護
や
訪
問
相
談
の
足
と
し
て
、

日
産
自
動
車
株
式
会
社
の
超
小
型
モ
ビ
リ

テ
ィ（
※
）を
利
用
す
る
実
証
実
験
が
市
内

で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

市
と
日
産
自
動
車
が
協
働
で
進
め
る
「
厚

木
市
・
日
産
自
動
車
グ
リ
ー
ン
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
す
。

新
た
な
活
用
方
法
や
課
題
を
見
い
だ
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
次
世
代
自
動
車

の
開
発
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　
施
設
の
訪
問
事
業
は
1
日
30
件
ほ
ど
。

細
い
路
地
を
走
る
こ
と
が
多
く
、
緊
急
時

に
は
深
夜
に
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
小
回
り
が
利
い
て
音
も
静
か
。
夜

間
で
も
近
隣
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
」
と
、

小
瀬
村
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
市
内
で
進
む
、
交
通
・
環
境
先
進
都
市

を
目
指
し
た
特
色
あ
る
取
り
組
み
。
未
来

を
見
据
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
を
紹

介
し
ま
す
。《
4
・
5
面
に
続
く
》

問
産
業
振
興
課
☎
225
局
２
８
３
０

※
1
〜
2
人
乗
り
の
超
小
型
電
気
自
動
車
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
通
常
の
自
動
車
に
比
べ

て
6
分
の
1
程
度
。

プロジェクト締結式に臨む小林市長
（右）と日産の浅見常務執行役員

訪問介護を利用し、家事などの生活支援を受けている石川さん（右）。ヘルパーの小瀬村さんと庭先で話が弾む

跳ね上げ式のドアで狭い場所でも乗降可能 計器類はシンプルで操作しやすい 車幅が狭いので移動もスムーズ

2月1日は

笑顔を運ぶ小さなパートナー

未来の車で訪問介護

市 制 記 念 日
来年は60周年だよ！
ちなみにボクの誕生
日も同じ日だBoo~

愛
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七
沢
フ
レ
ン
ズ
は
、
七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
体
験
教
室
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
高
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
小
学
生
に
工
作
や
ス
ポ
ー
ツ
、
炊
事
な
ど
を
優
し
く
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
て
、
青
少
年
期
の
成
長
に
つ
な
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
然
と
触
れ
合
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験

七
沢
フ
レ
ン
ズ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

トピック 青少年活動　
「
リ
ボ
ン
は
こ
う
や
っ
て
結
ぶ
と
か
わ
い

く
な
る
よ
」。七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る「
子
ど
も
自
然
体
験
教
室
」で
、

中
高
生
が
小
学
生
に
リ
ー
ス
作
り
の
こ
つ
を

教
え
て
い
ま
す
。
作
業
を
手
伝
う
の
は
、
市

内
の
中
高
生
で
結
成
す
る「
七
沢
フ
レ
ン
ズ
」

の
皆
さ
ん
で
す
。

　

七
沢
フ
レ
ン
ズ
は
平
成
18
年
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
の
交
流

や
成
長
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
目
的
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
25
人
の
メ
ン
バ
ー

が
在
籍
し
、魅
力
あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

自
然
体
験
を
サ
ポ
ー
ト

　
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
し
た
子
ど
も
自

然
体
験
教
室
に
は
、
毎
回
約
50
人
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
体
験
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
、
野
外
炊
事
な
ど
で
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
を
学
び
、
友
情
を
育
み
ま
す
。
七

沢
フ
レ
ン
ズ
は
参
加
者
に
活
動
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た
り
、
手
助
け
を
し
た
り
と
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
七
沢
フ
レ
ン
ズ
の
油ゆ

井い

冴さ
え
華か

さ
ん（
中
２・

旭
町
）
は
、
参
加
者
だ
っ
た
時
に
七
沢
フ
レ

ン
ズ
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
た
今
は
「
参
加
者
に
喜
ん
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
学
校

と
は
違
う
経
験
が
で
き
て
楽
し
い
」
と
や
り

が
い
を
話
し
ま
す
。
油
井
さ
ん
か
ら
リ
ー
ス

作
り
を
教
わ
っ
て
い
た
坂
本
真ま

楓ふ

さ
ん
（
小

４
・
恩
名
）
は
「
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

け
ど
、
優
し
く
教
え
て
も
ら
え
た
の
で
う
ま

く
で
き
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
成
長

　
「
七
沢
フ
レ
ン
ズ
に
入
っ
て
、
精
神
的
に

成
長
で
き
ま
し
た
」。
そ
う
話
す
の
は
、
６

年
間
活
動
を
し
て
き
た
関
幸ゆ
き

花か

さ
ん（
高
３
・

妻
田
）。「
人
前
で
話
す
こ
と
に
慣
れ
、
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
充
実
し
た
表
情
を
見
せ
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
火
お
こ
し
や
炊
事
な
ど
の
知

識
・
技
術
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
指

導
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
で
気
遣
い
や
礼
儀

な
ど
の
マ
ナ
ー
も
学
ん
で
い
ま
す
。

新
た
な
仲
間
を
募
集

　
市
で
は
、
５
月
か
ら
の
活
動
に
参
加
す
る

七
沢
フ
レ
ン
ズ
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
下
欄

参
照
）。
事
前
研
修
を
実
施
す
る
の
で
、
経

験
が
な
く
て
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
は

年
に
15
回
程
度
で
す
。

　
「
子
ど
も
や
自
然
が
好
き
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
」。
そ
ん
な
中

高
生
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
七
沢
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
248
局
３

５
０
０

　
平
成
26
年
の
市
政
運
営
の
テ
ー
マ
は「
情
熱
」

で
す
。

　
私
は
一
昨
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財

産
、
幸
せ
を
守
る
た
め
に
原
点
に
立
ち
返
り
、

今
ま
で
構
築
し
て
き
た
全
て
の
政
策
を
検
証
す

る
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
素
晴
ら
し
い
厚

木
市
を
次
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
手
を
携
え
た
総
力
で
未

来
へ
の
礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
と
し
は
「
情
熱
」
で
す
。「
元

気
な
あ
つ
ぎ
」
実
現
の
原
動
力
は
、
ま
さ
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
で
す
。テ
ー
マ
に
は
、

燃
え
た
ぎ
る
情
熱
を
乗
せ
た
市
民
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と

い
う
決
意
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
「
ア
ミ
ュ
ー
あ
つ
ぎ
」
の
オ
ー
プ

ン
、
産
業
集
積
に
向
け
た
森
の
里
東
地
区
の
土

地
区
画
整
理
事
業
の
着
手
な
ど
、
こ
れ
ま
で
検

討
を
進
め
て
き
た
事
業
が
目
に
見
え
る
成
果
と

し
て
表
れ
ま
す
。
大
好
き
な
厚
木
市
を
県
央
の

雄
都
と
し
て
さ
ら
に
輝
か
せ
る
た
め
、
全
身
全

霊
を
さ
さ
げ
て
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

元
気

リースを作る坂本さん（右）とサポートする油井さん

野外炊事では七沢フレンズが火おこしを教える

市政運営のテーマは「情熱」

　野外炊事や自然観察などを楽しむ自
然体験教室の参加者を募集します。自
然の恵みを満喫できる、さまざまな催
しを体験してみませんか。

問七沢自然ふれあいセンター☎248局3500

《日時》３月26日～28日（２泊３日）　10時～15時
《会場》七沢自然ふれあいセンター（七沢2440）
《内容》テント泊、自然観察、野外炊事（パン作りなど）の体験
《対象・参加費》市内在住在学の小学４～６年生50人（グループで
の申し込みは不可）。3000円。
《申し込み》３月２日までに七沢自然ふれあいセンターへ。抽選。

第３回子ども自然体験教室

【内容】自然体験教室などの事業補助
　　　 事前研修（宿泊あり）
【対象】平成26年度に中高生の方30人
【申し込み】直接、電話またはハガキ、ファク
スに〒住所、氏名（ふりがな）、年齢、生年月日、
電話番号、学校名、学年、保護者氏名を書き、
４月30日（必着）までに〒243-0121七沢2440七
沢自然ふれあいセンター薨248局4708へ。申し
込み順。 申330026

申130700

七沢フレンズ 募 集を



３ 平成26年２月１日

は
初
め
て
。モ
デ
ル
事
業
と
し
て
成
功
さ
せ
、

他
の
地
域
に
も
広
が
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
意
気
込
む
志
村
さ
ん
。
野
菜
作
り
を

よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
体
験
農
園
の

先
進
地
に
足
を
運
ん
で
農
園
運
営
に
必
要
な

知
識
や
技
術
を
高
め
た
り
、
農
園
の
設
備
を

充
実
さ
せ
た
り
と
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

農
業
を
よ
り
身
近
に

　
農
業
体
験
農
園
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
農

業
に
触
れ
合
う
新
し
い
形
の
農
園
で
す
。
地

産
地
消
へ
の
理
解
を
深
め
る
場
や
子
ど
も
の

食
育
の
場
と
な
る
ほ
か
、農
地
の
有
効
活
用
、

農
業
収
益
の
確
保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
農
家
が
自
ら
運
営
す
る
農
業
体

験
農
園
の
開
設
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
市
内

に
７
カ
所
３
８
５
区
画
あ
る
「
厚
木
市
市
民

農
園
」（
左
欄
参
照
）と
合
わ
せ
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
農
業
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
☎
225
局
２
８
０
０

　本格的な農業を手軽に体験できる新たな形の農園「飯山
楽
らく

菜
さい

園
えん

」が4月に開園します。農園では、種まきから収穫
までのノウハウを現役の農家から学べます。豊かな自然に
囲まれた農園を、ぜひご利用ください。

農家の指導で新鮮野菜を作ろう

農業体験農園がオープン
農
　
業

ト
ピ
ッ
ク

　
農
業
体
験
農
園
は
、
農
家
か
ら
直
接
指
導

を
受
け
な
が
ら
農
業
を
学
べ
る
新
し
い
タ
イ

プ
の
農
園
で
す
。
昨
年
４
月
に
小
鮎
地
区
の

農
家
が
飯
山
楽
菜
園
管
理
組
合
（
臼
井
ス
ミ

子
組
合
長
・
組
合
員
数
５
人
）
を
設
立
。
試

験
的
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
体
験
農
園
は
利
用

者
に
好
評
を
博
し
、
こ
と
し
４
月
か
ら
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

手
ぶ
ら
で
農
作
業
を
体
験

　
農
園
利
用
者
は
１
区
画
約
30
平
方
㍍
の
農

地
で
作
業
し
ま
す
。
季
節
に
合
わ
せ
て
ナ
ス

や
ト
マ
ト
、
枝
豆
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
年
間
20

種
類
以
上
の
農
作
物
を
栽
培
。
区
画
貸
し
の

農
園
と
は
違
い
、
種
や
苗
、
農
機
具
、
堆
肥

な
ど
を
農
家
が
用
意
し
て
く
れ
る
の
で
、
手

軽
に
農
作
業
を
体
験
で
き
ま
す
。

　
作
付
け
の
時
期
に
は
、
栽
培
方
法
の
講
習

会
を
実
施
。
農
家
の
丁
寧
な
指
導
の
下
、
種

ま
き
や
苗
の
植
え
付
け
か
ら
手
入
れ
、
収
穫

ま
で
を
学
べ
ま
す
。
栽
培
す
る
農
作
物
を
自

由
に
選
べ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
初

心
者
で
も
1
年
を
通
し
て
本
格
的
な
野
菜
作

り
を
楽
し
め
ま
す
。

　
定
年
退
職
後
に
時
間
に
余
裕
が
で
き
、
体

験
農
園
に
参
加
し
た
山
崎
美み

知ち

男お

さ
ん
（
64・

飯
山
）
は
「
丹
精
込
め
た
野
菜
を
収
穫
す
る

時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
」と
話
し
ま
す
。「
収

穫
祭
な
ど
で
は
、
他
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

の
触
れ
合
い
も
楽
し
い
」
と
、
喜
び
は
野
菜

作
り
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

広
が
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
農
園
で
は
、
料
理
研
究
家
を
招
い
た
料
理

教
室
や
収
穫
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

て
い
ま
す
。
収
穫
祭
で
は
、
採
れ
た
て
の
農

作
物
を
使
っ
た
焼
き
そ
ば
や
豚
汁
作
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
満
喫
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
自
ら
の
手
で
栽
培
し
た
野
菜
を

仲
良
く
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
の
提
供
と
指
導
に
努
め
る
志
村
昴こ

う

二じ

さ
ん
（
69
・
飯
山
）
は
「
み
ん
な
で
和
気
あ

い
あ
い
と
野
菜
作
り
が
で
き
て
い
る
。
地
域

に
密
着
し
た
活
動
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
せ
て
い

る
」
と
試
験
的
オ
ー
プ
ン
の
成
果
に
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
農
家
に
よ
る
体
験
型
の
農
園
は
市
内
で

大山を望む自然豊かな体験農園

志村さん（右）の指導の下、子どもから大人まで農作業を楽しむ

　JAあつぎが開設している区画貸し出し型の市民農園です。
農園名 所在地 募集数 1区画面積 年間料金 利用期間

Ａ山際農園 山際548-1 7区画 16.5㎡ 5000円

3月～12月
Ｂ三田農園 三田1512 9区画 16.5㎡ 5000円
Ｃ三田農園 三田1535 8区画 16.5㎡ 5000円
Ｄ小野農園 小野331-1 ほか 5区画 16.5㎡ 5000円
Ｈ飯山農園 飯山843 ほか 4区画 33㎡ 8000円
申JAあつぎ本所・支所（店）にある申込書に必要事項を書き、直接また
は郵送で、2月10日～14日（消印有効）に〒243-0004水引2-10-38JAあつぎ
地域農業対策課☎221局2273へ。抽選。

JAあつぎ 市民農園 利用者募集

申電話またはファクスに〒住所、氏名、電話番号を書き、2月20日まで
に飯山楽菜園管理組合・志村☎薨241局1946へ。抽選。

初心者でも安心！市内初の農家の指導が受けられる農園

マイペースに野菜作りを楽しみたい人にピッタリ！

飯山楽菜園 利用者募集
【所 在 地】　飯山3548
【募集区画】　30区画（1区画 約30㎡）
【年間料金】　3万5000円
　　　　　　（種苗、農機具、指導などの料金を含む）
【利用期間】　4月1日～平成27年1月31日

　市が開設している区画貸し出し型の市民農園です。苗や水、農
機具などはご自身で用意していただきますが、自由に野菜作りが
できます。農作業を通して、土や自然に触れてみませんか。

《利用期間》4月1日～平成28年2月29日
※下川入ファミリー農園は平成27年2月28日まで
《対象》 市内在住在勤在学の方 

（1世帯1区画）

厚木市市民農園  利用者募集

農園名 所在地 募集数 1区画面積 年間料金
荻野ファミリー農園 上荻野1227ほか 18区画 20㎡ 4800円

中荻野ファミリー農園 中荻野1681-1ほか 
2区画 30㎡ 6600円
1区画 60㎡ 1万3200円

小鮎ファミリー農園 飯山2249-1ほか 5区画 20㎡ 4800円

三田ファミリー農園 三田521-1ほか
2区画 20㎡ 4800円
6区画 30㎡ 6600円

飯山ファミリー農園 飯山3005-2ほか 3区画 20㎡ 4800円
下川入ファミリー農園 下川入1286-4ほか 4区画 30㎡ 6050円

申ハガキ、ファクスに〒住所、氏名、
電話番号、農園名、面積を書き、2
月20日（必着）までに〒243-8511農
業振興課☎225局2800・薨223局0174
へ。抽選。

あつぎ 元気Wave
CATV  2/1～放送
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市
内
に
は
、日
産
自
動
車
の
研
究・開
発
セ

ン
タ
ー
が
２
カ
所
あ
り
ま
す
。
安
全
性
と
快

適
性
を
追
求
し
つ
つ
新
た
な
可
能
性
に
満
ち

た
車
を
作
ろ
う
と
、
世
界
最
先
端
の
研
究
・

開
発
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、

量
産
型
電
気
自
動
車
の
先
駆
け
的
な
存
在

「
日
産
リ
ー
フ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
先
進
技
術
の
開
発
に
取
り
組
む

日
産
自
動
車
と
連
携
し
「
グ
リ
ー
ン
モ
ビ
リ

テ
ィ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
人
と
環

境
に
優
し
い
ま
ち
、交
通
利
便
性
に
優
れ
た

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
自
動
車

　
現
在
、世
界
各
国
が
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）

な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
進
め
て
い
ま

す
。
国
内
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
２
割
近

く
を
自
動
車
が
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
半
分
が
、
自
家
用
車
か
ら
の
排
出
で
す
。

自
動
車
の
省
エ
ネ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
次
世
代
自
動
車
は
省
エ
ネ

効
果
や
安
全
性
に
優
れ
、
未
来
の
乗
り
物
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
面
だ
け
で

な
く
、
よ
り
便
利
な
乗
り
物
に
な
る
よ
う
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
転
能
力
が
低

下
し
た
高
齢
者
を
支
援
す
る
自
動
運
転
シ
ス

テ
ム
な
ど
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た

自
動
車
は
今
後
の
私
た
ち
の
生
活
に
も
深
く

関
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
次
世
代
自
動
車
を
よ
り
実
用
的
な
も
の
に戸田小学校で開催された「わくわくエコスクール」。電気をためて走る模型作りに子どもたちの夢が膨らむ

森の里にある日産自動車先進技術開発センター（日産自動車提供）

消防出初め式でも披露された超小型モビリティ

順番で電気自動車に試乗する児童たち

す
る
に
は
、
利
用
者
の
声
を
開
発
に
反
映
で

き
る
環
境
が
必
要
で
す
。
１
面
で
紹
介
し
た

玉
川
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ム
で
の
実
証
実
験
で

は
、
使
用
す
る
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
超
小
型
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
利
点
や
課
題
な
ど
を
日
産
自
動

車
の
開
発
担
当
者
に
報
告
し
、
今
後
の
自
動

車
開
発
に
役
立
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

「
理
科
好
き
」を
増
や
す
授
業

　
「
わ
ぁ
、動
い
た
」。電
気
で
走
る
ミ
ニ
カ
ー

を
手
に
、
子
ど
も
た
ち
が
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
す
。
戸
田
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
わ
く

　現在は日産リーフを活用した「L
リ ー フ

EAF 
t
トゥ

o H
ホ ー ム

ome」のシステム開発に携わってい
ます。LEAF to Homeとは、リーフの電
力を利用して家の明かりをつけたりお湯
を沸かしたりするものです。夜間に車に蓄電した電力を昼間使うので、ピー
ク時の電力使用を避けることができ、社会に貢献できます。
　大変な仕事ですが、難しいシステムの問題を解決したときなど、とても
やりがいを感じます。要望も多いですがニーズに応えられるよう、モチベー
ションを高く持って仕事に取り組んでいます。
　電気自動車の敷居はまだ高く、走行距離に不安を持っている方も少なく
ありません。不安要素がなくなるよう努め、誰もが憧れる車にしていきた
いと思っています。
　厚木を軸にいろいろな国や人のニーズに合わせていき、世界中で運転さ
れる電気自動車を作りたい、そんな夢を抱いています。

厚木市・日産自動車
グリーンモビリティ・プロジェクト

　プロジェクトは、５つの大きな柱を連携内容としています。
詳細は両者で協議しながら決定し、進めていきます。

◆ 充電インフラの
　 整備促進
　電気自動車利用者の利便
性向上を目的とした、充電
器の設置

◆ 電気自動車活用モデル事業
　地域内移動、福祉、災害対応、市民交流などでの活用モデルの構築

◆ 自動車先進技術の活用
　市民の皆さんの利便性向上を目指した、自動車先進技術の活用検討

◆ 交通流改善の将来構想検討
　市内の渋滞改善を目的とした、交通流改善シミュレーションの検討

◆ 小中学校の環境教育支援
　環境などの教育を目的とした、体験型授業の実施わ

く
エ
コ
ス
ク
ー
ル
」。エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
球

温
暖
化
の
問
題
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
お
う

と
、
日
産
自
動
車
が
地
域
貢
献
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
授
業
で
す
。
こ
れ
ま
で

も
市
内
の
小
学
校
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
協
定
を
き
っ
か
け
に
全
て
の
市
立
小
学

校
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
理
科
っ
て
面
白
い
、子
ど
も
た
ち
に
そ
う

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
」。

講
師
を
務
め
る
日
産
自
動
車
環
境
・
安
全
技

術
渉
外
部
の
岩
崎
雅
彦
さ
ん
（
50
）
は
そ
う

話
し
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
勉
強
や
模

型
の
作
成
、
電
気
自
動
車
の
試
乗
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
い

授
業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は
、

楽
し
み
な
が
ら
地
球
温
暖
化
の
原
因
や
自
分

た
ち
に
も
で
き
る
省
エ
ネ
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

授
業
を
受
け
た
戸
田
小
５
年
生
の
篠
原

涼す
ず
か花
さ
ん
は
「（
手
回
し
式
の
発
電
で
動
く
）

ミ
ニ
カ
ー
の
電
気
を
た
め
る
の
が
大
変
だ
っ

た
。
環
境
の
事
を
考
え
て
、
電
気
も
大
切
に

使
い
た
い
」
と
感
想
を
話
し
ま
す
。
岩
崎
さ

ん
は
「
環
境
問
題
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

観
光
の
振
興
に
も
活
用

　
１
月
15
日
か
ら
「
ぐ
る
っ
と
丹
沢
・
大
山

×
宮
ヶ
瀬
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
厚
木
市
と
秦
野
市
、
伊
勢
原
市
、
愛

川
町
、
清
川
村
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
で
す
。
こ
こ
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
柱
の
一
つ
「
電
気
自
動
車
活
用
モ
デ
ル
事

業
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
丹
沢
、
大
山
、
宮
ヶ
瀬
と
い
う
自
然
豊
か

な
観
光
地
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
、
排

気
ガ
ス
や
騒
音
を
出
さ
な
い
電
気
自
動
車
を

活
用
。
近
郊
の
魅
力
あ
る
観
光
地
を
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
電
気
自
動
車
の
環
境
性

能
や
静
粛
性
、
経
済
性
な
ど
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
普
及
を
図
ろ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　
限
ら
れ
た
地
域
の
中
を
電
気
自
動
車
で
移

動
し
、
電
池
の
残
量
が
少
な
く
な
れ
ば
観
光

し
て
い
る
間
に
充
電
す
る
。
そ
ん
な
新
し
い

観
光
ス
タ
イ
ル
が
、
環
境
に
優
し
い
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

　
実
施
期
間
中
の
土
・
日
曜
、
祝
日
は
、
１

日
２
台
限
定
で
日
産
リ
ー
フ
を
貸
し
出
し
ま

す（
12
時
間
以
内
で
1
7
8
5
円
）。
こ
の
機

会
に
、
観
光
を
楽
し
み
な
が
ら
電
気
自
動
車

の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
（
上
欄
参
照
）。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

　
協
定
に
よ
る
取
り
組
み
は
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
紹

介
し
た
事
業
以
外
に
も
、
交
通
渋
滞
を
緩
和

す
る
た
め
の
方
法
な
ど
行
政
、
市
民
、
民
間

事
業
者
が
力
を
合
わ
せ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
先
進
的
な
試
み
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
人
と
環
境
に
優
し
い
ま
ち
を
目
指
し
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
追
求
す
る
挑

戦
が
続
き
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
動
向
に
、

ご
注
目
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
☎
225
局
2
8
3
0

「厚木から
世界中で利用される
電気自動車を」

日産自動車　EVシステム開発部

鈴木草
そ う へ い

平さん（28）

ぐるっと丹沢・大山×宮ケ瀬
スタンプラリー

電気自動車で身近な観光地に遊びに行こう

《期間》　１月15日～３月16日
《内容》　各市町村の観光案内所やスタンプポイントで台
紙を手に入れ、指定された観光地を巡ってスタンプを集
めると、先着1000人に「ご当地キャラクター手拭い」を
プレゼント。さらに、抽選で150人に名産品や宿泊券など
が当たります。
《電気自動車（リーフ）の貸し出し》　土・日曜、祝日に
実施。料金は1785円（12時間以内）。予約は２日前までに
市観光協会☎228局1131へ。申し込み順。
※スタンプラリーは自家用車での参加も可能です。

問観光振興課☎225局2820

人と環境に優しいまちを
　昨年11月1日、市と日産自動車は「厚木市・日産自動車グリーンモビリティ・プロジェクト」を推
進する協定を結びました。電気自動車などの次世代自動車の開発や普及、交通環境の改善、小中学校
での教育支援などを通じて、人と環境に優しく暮らしやすいまちづくりを進めていきます。

　超小型モビリティは、「省エネ」と「住民の利便性向上」を同
時に実現する新たな乗り物です。国土交通省では、自治体が主
導する超小型モビリティの実証実験を支援するため、公道走行
の認定制度を創設しました。実証実験の導入費用などの補助も
実施しています。
　現在、関東運輸局管内では六つの自治体と二つの民間企業に
よる多様な実証実験が進められています。大都市での小口配送
用で使われた実験では、排気ガスが出ず超小型という特性を生
かし、建物内まで入って重い荷物をスムーズに運べました。
　厚木市では介護施設での実証実験が始まりました。複数の職
員で、多くの介護用品を持って回ると聞いています。二輪車や
自転車、軽自動車と比較した長所・短所など、今後役に立つデー
タが寄せられると大いに期待しています。
　超小型モビリティは、高齢者の買い物や子どもの送り迎えな
ど、少人数で短い距離を走るのに適した乗り物です。 
ほとんどが１～２人で乗り、１回の走行距離の６割が10㌔以内
という現在の自家用車の利用実態にも合っています。今後も自
治体と協力しながら、導入を進めていきます。

「子育て家庭や
高齢者の気軽な
移動手段に」
国土交通省関東運輸局
自動車技術安全部長

佐橋真人さん（46）

CATV 2/1～放送
あつぎ 元気Wave
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会議（年2回程度）に出席できる
③他の付属機関などの委員でない
④市の議員・職員でない―の全て
を満たす方1人《任期》4月1日～（2
年間）《報酬》1日7800円（交通費
含む）。申まちづくり指導課にあ
る申込書（市ホームページからダ
ウンロード可）に必要事項と応募
動機（400字程度）を書き、直接
または郵送、Eメールで3月5日（消
印有効）までに〒243-8511まちづ
くり指導課☎225局2421・e-mail＝
5900@city.atsugi.kanagawa.jpへ。

青少年教育相談センター
運営協議会委員を募集
　《対象》①市内在住で応募日現在
18歳以上②平日昼間の会議（年2回
程度）に出席できる③他の付属機
関などの委員でない④市の議員・
職員でない―の全てを満たす方2
人《任期》6月1日～（2年間）《報酬》
1日7800円（交通費含む）。申青少年
教育相談センターや公民館にある
申込書（市ホームページからダウ
ンロード可）に必要事項と応募動
機（400字程度）を書き、直接または
郵送、ファクスで2月21日（必着）ま
でに〒243-8511青少年教育相談セ
ンター☎225局2520・薨223局9525
へ。後日面談あり。 公募310031

市立病院運営審議会委員を募集
　《対象》①市内在住で応募日現
在18歳以上②平日昼間の会議（年
3回程度）に出席できる③他の付
属機関などの委員でない④市の議
員・職員でない―の全てを満たす
方3人《任期》4月1日～（2年間）
《報酬》1日7800円（交通費含む）。
申市立病院や市役所本庁舎、本厚
木・愛甲石田駅連絡所にある申込
書（市立病院ホームページからダ
ウンロード可）に必要事項と市立
病院の在り方に関する意見（1200
字以内）を書き、3月3日までに直
接、経営管理課☎221局1570へ。

療育相談と発達支援事業の
非常勤職員募集
　《職種・人数》①臨床心理士＝2
人②言語聴覚士＝若干名③理学療
法士④保育士⑤看護師⑥音楽療法

士＝各1人《内容》検査や相談、指
導など《勤務日時》①週1日または
3日、9時～17時②週1～3日、9時～
17時③月3日、9時～17時④週2日、9
時～17時⑤月～金曜、9時～14時45
分⑥月・水曜、9時～17時（各月1
回）《勤務場所》総合福祉センター
《報酬》1日2万3000円（④は1時間
1090円、⑤は1時間1700円）。申市
販の履歴書に写真を貼り、直接ま
たは郵送で2月21日（必着）まで
に〒243-0018中町1-4-1福祉総務
課☎225局2245へ。報酬額などは
変更になる場合があります。

児童クラブ指導員（非常勤職員）募集
　《対象》健康で児童の健全育成
に熱意のある18歳～64歳の方若干
名《勤務先》市内児童クラブ（学
童保育）《内容》入所児童の生活
指導、遊びの見守りなど《雇用期
間》4月1日～（1年間）《勤務日時》
平日＝放課後～18時30分。土曜・
長期休業日＝8時30分～18時30分。
週3～4日の交代勤務（勤務時間の
調整可）《報酬》時給940円（所定
時間外は1175円、土曜は1269円）。
申市販の履歴書に写真を貼り、直
接または郵送で2月13日（必着）
までに〒243-0018中町1-4-1総合
福祉センター5階こども育成課☎
225局2582へ。後日面接あり。

環境みどり公社臨時職員募集
　《対象》18歳～64歳の方若干名
《期間》4月1日～（1年間）《内容》
施設管理などの業務《給与》時給
893円以上《詳細》市役所本庁舎、
公民館、環境みどり公社（長谷
626-1）にある募集要項を確認し
てください。申市販の履歴書に写
真を貼り、2月3日～21日に直接環
境みどり公社☎225局2773へ。書
類選考、面接あり。

本厚木駅連絡所臨時休業
　2月18・19日は、本厚木駅ビル
の点検のため証明書発行などの連
絡所業務を休業します（観光案内
所も休業）。問市民課☎225局2110。

国民年金保険料の納付には口座振替を
　国民年金保険料の納付は、納め

忘れがない口座振替が便利です。
現金納付より割引額が大きい「早
割制度」「6カ月・1年前納」もあ
ります。申納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持ち、直
接金融機関や厚木年金事務所☎
223局7171へ。4月分以降の前納は、
2月末日までに申し込みが必要。

放送大学4月生募集
　テレビなどで授業をする放送大
学では、平成26年度第1学期（4月入
学）の学生を募集しています。出願期
間は2月28日まで。問放送大学神奈
川学習センター☎045・710局1910。

市斎場広告看板の広告主募集
　《広告料》1カ月1万5000円以上
（価格競争）《申込期間》2月10日
～3月9日《掲出期間》5月1日～（1
年間）。詳細は市ホームページをご
覧ください。問斎場☎281局8595。

市有地の売却・貸付
　《売却物件（市営住宅団地跡地
など）》①戸室4丁目692-1②戸室4
丁目741-1③戸田2525-2④妻田東1
丁目2324-1ほか1筆《貸付物件》
船子262ほか2筆。申2月10日～24
日に財産管理課☎225局2089へ。

宅地建物取引業協会の相談会
　2月8日、10時～16時。宅地建物
取引業協会県央支部（水引1-8-
22）。専門家による法律や税金、不
動産取引の相談。弁護士相談も実
施（要予約）。無料。問宅地建物
取引業協会県央支部☎224局6561。

中小企業活性化推進月間
　2月は「神奈川県中小企業活性
化推進月間」です。創業・技術・
経営・人材育成に関する講習会な
どを実施します。詳細は県ホーム

ページをご覧ください。問県中小
企業支援課☎045・210局5558。

《説明会》
■都市計画緑地（愛名・下古沢・
上古沢地内）の都市計画変更
　2月10日、19時～。小鮎公民館（飯
山3526-2）。申当日直接会場へ。
問都市計画課☎225局2401。
■ツインシティ大神地区土地区画整理事業
　①2月21日、19時～21時②2月22
日、14時～16時。平塚市大神公民
館《縦覧》2月14日～3月31日。生
活環境課、相川公民館。問生活環
境課☎225局2752。
《意見交換会》
■厚木・清川広域消防運営計画
　2月8日、10時～11時。市役所本
庁舎。申当日直接会場へ。問消防
総務課☎223局9366。
《パブリックコメント》
■（仮称）あつぎ元気地域エネル
ギー構想実行計画骨子
　《閲覧期間》1月30日～2月28日
《閲覧場所》環境総務課、市政情
報コーナー、公民館、本厚木・愛
甲石田駅連絡所、総合福祉セン
ター、中央図書館、市ホームペー
ジ《応募資格》市内在住在勤在学
の方または市内で活動する個人・
法人・団体《応募方法》閲覧場所
にある用紙を備え付けの「わたし
の提案」箱に投

とう

函
かん

するか、直接ま
たは郵送、ファクス、Eメールで
2月28日（消印有効）までに〒243-
8511環境総務課☎225局2746・薨
221局0291・e-mail＝3100@city.
atsugi.kanagawa.jpへ。

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～
番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※ 内容は変更する
場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave
ケーブルテレビ ◆次世代自動車でまちを豊かに2月1日～15日

次世代自動車を活用した新たな取り組みを紹介します

２月 の

あつぎ健康相談ダイヤル24
さわやか1番 よいこころ

問公園緑地課
☎225局2410

《日時》4月19・20日
　　 　10時30分～15時
《会場》厚木中央公園
《演目》コーラス、ダンス、演奏など
《出演時間》1団体10分以内
申公園緑地課または公民館にある申込
書（市ホームページからダウンロード
可）に必要事項を書き、直接または郵
送、ファクス、Eメールで3月14日（必
着）までに〒243-8511公園緑地課薨225
局3027・e-mail＝4800@city.atsugi.
kanagawa.jpへ。抽選。

《出展日》4月19・20日 10時～16時
《会場》厚木中央公園
《出展料》無料
《対象》市内の企業や学校など
申2月21日までに公園緑地課へ。抽選。

《部門》◆自然風景部門　◆人物風景部門
《賞》グランプリ（各部門1人。賞状、盾、商品券1万円分）
　 　優秀賞（各部門2人。賞状、盾、商品券5千円分）
　 　入賞（各部門3人。賞状）
《対象》①応募者が市内在住在勤在学②平成25年4月1日以降
に市内の公園・緑地などで撮影③未発表④デジタル加工して
いない⑤肖像権などを解決している―の全てを満たす作品
《規格》八つ切り以上にプリントしたもの（各部門1人3点まで）
申公園緑地課、公民館にある応募用紙（市ホームページから
ダウンロード可）を作品の裏面に天地同じ方向で貼り、直接
または郵送で3月4日（必着）までに〒243-8511公園緑地課へ。
※受賞作品と受賞者名は、緑のまつり会場や市ホームページ
で発表します。

　市内の花や緑の美しさ、公園での憩いのひととき、自然と
の触れ合いなどの魅力を写真で表現してみませんか。ご応募
をお待ちしています。　日ごろの緑化や環境に関する活動

をPRしませんか。

出展者募集
　華やかな「花と緑のステージ」でパ
フォーマンスしませんか。

第40回

出場団体募集

フォトコンテスト作品募集厚木市緑のまつり厚木市緑のまつり
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タウンガイド 市斎場施設見学会
　2月13日、①10時30分～②13時
30分～。斎場（下古沢548）。現地
集合。「神奈川建築コンクール」
優秀賞の施設見学と葬儀の説明。
「市民の葬儀プラン」の個別相談
もできます。定員各回50人。無料。
申2月1日 ～12日 に 斎 場 ☎281局
8595へ。申し込み順。

子育てアドバイザー講習会
　3月5・6日（全2回）、9時15分～
17時（6日は13時30分～）。総合福
祉センター。市内在住で地域の子
育て支援にボランティアとして関
わりたい方20人。無料。託児あり（1
歳以上10人。要予約。申し込み順）。
別に保育所実習（半日）が必要。全
課程修了者に認定証を交付。申2
月18日までに子育て支援センター
☎225局2922へ。抽選。 申130673

親子deフィットネスリターンズ
　3月1日、10時～11時30分。パート
ナーセンター。幼児期の運動・成長
発達の講話や運動・遊びの実践。市
内在住の4歳の子どもと保護者20組。
申2月27日までに健康づくり課☎
225局2201へ。申し込み順。 130661

日本赤十字社幼児安全法
支援員養成講習会
　3月1・2日（全2回）、9時～17時。
総合福祉センター。幼児期の事故
や病気の予防法などを学ぶ。市内
在住在勤在学の15歳以上で全日程
に参加できる方30人。1500円。申
往復ハガキに講習会名、〒住所、
氏名（ふりがな）、性別、生年月日、
電話番号、市外在住の場合は勤務
先または学校名を書き、2月13日
（必着）までに〒243-8511福祉総務
課☎225局2200へ。検定合格者には
認定証を交付。抽選。 申130639

勤労者福祉サービスセンターの講座
■「自力整体」体験講座
　3月5日、19時～21時。整体で骨格
のバランスを整える方法を学ぶ。
市内在住在勤在学の20歳以上の方
15人。参加費2000円。 申130692
■年金セミナー「ゆとりある老後

生活を考える」
　3月8日、14時～16時。公的年金
制度の仕組みや老後の生活設計を
学ぶ。市内在住在勤の20歳以上の
方15人。無料。 申130686
　いずれも会場は勤労福祉セン
ター。申電話またはファクスに講
座名、〒住所、氏名、年齢、電話
番号を書き、2月15日までに勤労
者福祉サービスセンター☎225局
2547・薨227局5405へ。抽選。

オストメイト社会適応訓練
活動の相談会健康教室
　2月16日、13時30分～16時30分。
イオンモール大和（大和市）。人工
肛門・ぼうこう保有者と家族など。
グループ懇談、個別相談、補装具展
示など。無料。問日本オストミー
協会神奈川支部☎0466・45局4216。

市民ふれあいマーケット出店者募集
　3月9日、10時～14時（雨天時は
16日）。厚木中央公園。家庭で不
用になった物の販売。市内在住の
方130店舗（高校生以下は不可）。
出店料500円。申往復ハガキに〒住
所、参加者全員の氏名、日中に連
絡が取れる電話番号、販売品目、
返信先、自動車の使用の有無（車
種とナンバー）を書き、2月14日（消
印有効）までに〒243-8511環境総
務課☎225局2780へ。 120091

ファミリー・サポート・
センター提供会員を募集
　《対象》市内在住で子どもの一時
的な預かりや保育施設への送迎な
どができる方。申こども育成課、公
民館などにある申込書に写真2枚
を添えて2月26日までに直接ファ
ミリー・サポート・センター（総合
福祉センター5階・☎225局2933）
へ《講習会》3月5・6日（全2回）、9
時15分～17時（6日は13時30分～）。
総合福祉センター。託児あり（1
歳以上10人。2月18日までに要予
約。申し込み順）。育児援助（有料）
の希望者も随時募集。 公募330022

住居表示審議会委員を募集
　《対象》①市内在住在勤在学で
応募日現在18歳以上②平日昼間の

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「 申」と記されたものは、ウェ
ブ上から申し込みができます。
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あつぎバレンタインキャンドルナイト
■スタンプラリー
　2月11日、13時～17時。本厚木駅
周辺の菓子店で菓子をプレゼン
ト。大学生以下の方200人。申し
込み順。
■キャンドルナイト
　2月11日、17時～19時（雨天中
止）。空き瓶であゆコロちゃんの
形をしたキャンドル空間を演出。
アカペラライブや手作りチョコプ
レゼント、ホットドリンクサービ
スなどもあります。
　いずれも会場は本厚木駅北口広
場。申当日直接会場へ。問商業に
ぎわい課☎225局2840。

2月のあつぎ青春劇場
　1日＝唄う！青春劇場カラオケ
大会（ゲスト・宮川たかし）。17
時～18時。定員100人。入場料500
円。22日＝あつぎ青春劇場落語会
（出演・橘

たちばなの

ノ圓
えん

満
まん

）。11時～12時30
分。定員50人。入場料500円。
　いずれも会場はイオン厚木店8
階。問商業にぎわい課☎225局2840。

あつぎ周辺の花鳥風月を友にする
　2月15日、13時30分～15時30分。
郷土資料館。厚木周辺の草花や自
然を解説。定員30人。無料。申当
日直接会場へ。問郷土資料館☎
225局2515。 130665

バスで行く環境エコツアー
山の恵みに触れ合おう
　2月16日、9時～17時。七沢での森
林セラピーや元湯玉川館での食事、
入浴、講話。市内在住在勤在学の方
40人。2000円（昼食・入浴代）。申直
接、電話またはファクスに〒住所、
氏名、年齢、電話番号を書き、2月7
日までに環境総務課☎225局2746・
薨221局0291へ。抽選。 申130685

タニタの社員食堂健康セミナー
　3月15日、10時～11時30分。ヤ
ングコミュニティセンター。タニ
タ社員食堂の歩みやメニュー作り
のこつを講演。40歳未満の国民健
康保険加入者100人。申2月28日ま
でに国保年金課☎225局2120へ。
抽選。 申130681

問市観光協会☎228局1131 満開の桜の下を練り歩く

　女性だけの華やかなみこし「さくら輿」を担いでみま
せんか。担ぎ方などは熟練者が丁寧に教えます。ぜひお
気軽にご参加ください。

　厚木市の春を彩る「あつぎ飯山桜まつり」で、ダンスコンテストを開催します。
満開の桜の下で、自慢のダンスを披露しませんか。

申130682
130683

　《日時》4月6日、10時30分～
《場所》飯山観音参道～桜ま
つり会場《対象》高校生以上
の女性15人程度《その他》衣
装は無料で貸し出します。申
し込み時にサイズをお伝えく
ださい。参加者には、1人3000
円の謝礼をお渡しします。
申3月31日までに市観光協会
（本厚木駅観光案内所内）へ。
申し込み順。

第50回

ダンスコンテスト参加者募集
“さくら輿

こし

”参加者募集あつぎ飯山桜まつりあつぎ飯山桜まつり

飯山桜まつり  ダンス 検索問観光振興課☎225局2820 さまざまなダンスが会場を盛り上げる

　《ジュニア（中学生以下）の部》3月29日、11時～《一般の部》3月29日、15時～《会
場》飯山白山森林公園・桜の広場ステージ《対象》各部2～30人程度のグループ20
組（小学生以下の参加には引率者が必要）《内容》ヒップホップ、チアダンス、フ
ラダンス、よさこいなど自由《演技時間》1組5分以内《参加費》1組1000円《賞金》
各部優勝3万円、準優勝2万円、3位1万円《事前説明会》3月5日、19時～
申電話またはハガキ、ファクス、Eメールに部門、
チーム名、人数、代表者（引率者）の氏名、年齢、
〒住所、電話番号、Eメールアドレス、ダンス
の内容を書き、2月21日（必着）までに〒243-8511
観光振興課☎225局2820・薨223局0174・e-mail
＝3850@city.atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。
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（1月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による9万5188世帯 －前月比47世帯増－

22万5020人(男11万6908人､女10万8112人) 
－前月比65人増－

●6 5 歳以上＝4万7129人(男2万2019人､女2万5110人) 
●外国人市民＝5369人(男2645人､女2724人)

人　口

世帯数
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